
 
 

 

 

講評  

１ 後半の複素数平面において双曲線の方程式を調べる問題ですが、値が複雑な点を焦点にもっていて考えにく

いものとなっています。 

２ 4 題からなる小問集合ですが，内容・計算量とも標準的で完答が目指せるものでした。 

３ 斜めの軸について回転体の体積を求めるやや高度な内容ですが、丁寧に誘導がつけられており，（４）までは

取り易いものとなってました。 

４ 場合の数と整数についての小問集合。 内容は基本的ですが、（２）の計算が煩雑で処理に時間がかかるもの

となっていました。 

 



　　　　
 


　　　　　






　


　　　　　  　

　　　　　　　　



　  　　　



 


　　




 


　　　




 　　







　　　　　　　
 


　　

  



　



 


